
Revolution Works＋
セキュリティと業務効率を向上させ、働き方の質を高めます！

　コロナ禍による先行き不透明な環境ではございます
が、当社グループは、中核子会社ジェイズ・コミュニ
ケーション株式会社において、ビジネス成長のより一
層の加速を図るため、プロダクト販売（VADビジネ
ス）、ソフトウェア開発（自社開発ビジネス）、システムソ
リューション（SIビジネス）、西日本事業所統括の専門特
化型ビジネスユニット制（事業本部制）にするとともに、
期中での大幅な社員の増強を図りました。また、内部連
携の強化と経営の迅速化を図り、2020年2月に発表し
た中期数値目標を達成すべく事業基盤の強化に向け
た施策の展開を進めております。その結果、プロダクト
の販売は、主力プロダクトやテレワーク関連プロダクト
の販売が進捗したことに加え、自社製品「RevoWorks 
Browser」の大型案件納入もあり、前年同期と比べ増
加となりました。そして、保守およびヘルプデスク等の
サポートサービスを含むサービスの販売も堅調に推移
しております。
　これらの活動により、売上高は過去最高額を達成し、
初めて100億円を超える109億92百万円（前期比
14.0%増）となりました。利益につきましては、利益率
の高いテレワーク関連プロダクトの販売が伸びたこと
等により売上総利益率が改善したことに加え、自社製
品「RevoWorks Browser」の大型案件納入がさらに
売上総利益を押し上げました。その結果、中長期の成
長に向けた人財や社内環境・システム等への積極的
な投資による人件費、一般管理費の増加を吸収し、営
業利益は8億43百万円（同53.9%増）、経常利益は8億

2020年12月期（当期）の業績について
お聞かせください。

　今期は、コロナ禍により急速に進行したテレワーク
の本格導入や安全性強化への取り組みが実施される
とみていますが、それ以前に時代的には「第4次産業
革命」の真っただ中でもあります。「製造業の革命」、
「インダストリー 4.0」とも呼ばれるこの産業革命の中
核に、「デジタルトランスフォーメーション」がありま
す。あらゆるものがデジタルへ変換され「自動化」する
ことにより、人の何十倍ものパフォーマンスを引きだ
すことができます。「デジタルトランスフォーメーショ
ン」の実現には、それに応じたITインフラの仕組みが
必要となり、同時に情報セキュリティ対策の需要も引
き続き伸長するとみています。当社としましては、これ
らの動きに対応すべくグローバルメーカーの新たな
セキュリティ商材の取り扱い、自社製品の開発強化と
併せて品質強化への取り組み、サービス領域の拡大、
さらには新しい協業・提携を推進してまいります。
　これらの施策により事業の拡大を図り、2021年12
月期の通期業績は、売上高125億円（当期比13.7%
増）、営業利益9億19百万円（同9.1%増）、経常利益9
億38百万円（同7.4%増）、親会社株主に帰属する当
期純利益6億75百万円（同6.4%増）を予想しており
ます。

74百万円（同57.7%増）、親会社株主に帰属する当期
純利益は、投資有価証券売却益を計上し、6億34百万
円（同54.1%増）となり、すべての段階利益において過
去最高額を達成しました。
　2021年12月期（今期）の展望について
お聞かせください。

　当社グループは、VADビジネス、自社開発ビジネス、
SIビジネスと3つの事業を展開しておりますが、現在は特
に自社製品の開発・販売に注力しております。これまで
培ったメーカーや顧客との信頼関係を活かしてVADビ
ジネスで安定的な成長を続け、SIビジネスもお客様の要
望に柔軟に対応し成長を実現してまいりますが、自社開
発ビジネスはこれらと売上総利益率がまったく違い、そ
の成長が大きな利益、利益率となって業績に貢献しま
す。また、セキュリティの分野だけに留まりますと、事業領
域が限られ、当社グループの成長速度も伸び悩んでしま
います。セキュリティの技術をコアとしながらAI、IoT等新
しいテクノロジーを取り入れて、成長著しい市場に進出、
さらには新たな市場の創出も視野に入れ、事業規模の拡
大を図ります。これら施策により、2022年12月期目標と
して掲げている売上高150億円、営業利益10億円の達
成、営業利益率につきましては当期実績が目標6.7％を
上回りましたので、そのさらなる向上、そして、長期ビジョ
ンとしましては企業価値1千億円を目指してまいります。

続いて中長期的な成長についてお聞かせください。

　当社は、前期2019年6月に東京証券取引所市場第
二部から市場第一部へ指定変更いたしました。また、当
期2020年4月には創業25周年を迎えました。今後は、
セキュリティのリーディングカンパニーを目指し、爆発
的成長を実現させるため、新規上場および市場変更の
過程で控えてきた大型M&Aも視野に入れ、事業基盤
をより一層確かなものとし、ステークホルダーの皆様
から信頼されるグループを目指してまいります。そし
て、昨年末に東京証券取引所より発表された、2022年
4月からの「プライム」「スタンダード」「グロース」の3
市場において、高い規模の時価総額や流動性、高い水
準のガバナンスを備えた企業が想定されている市場
「プライム」にふさわしいグループへと成長を遂げたい
と思います。株主の皆様には、引き続きご支援、ご鞭撻
のほどよろしくお願い申し上げます。

RevoWorksは、情報漏洩対策・働き方改革を実現する自社開発の製品です。
2016年より、総務省のガイドライン「自治体情報システム強靭化モデル」を検討する自治体
へ提供を開始し、以降お客様の声を聞きながら成長を続けてまいりました。これまでに全国
の自治体、医療機関、学校や民間企業へ導入いただいております。

最後に株主の皆様へのメッセージをお願いいたします。Q
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導入が広がる

累計ユーザ26万を突破

全国の自治体、病院、学校、民間企業へ納入

32都道府県 101市区町村の
自治体に導入済み

愛須  康之
代表取締役社長
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2020年12月期は売上高、 すべての段階利益において
過去最高額を達成しました。
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企業価値向上を追求していきます企業価値

ベースライン

2019 2029

高いセキュリティ

高い安全性と容易な操作性を実現

管理が簡単

Webによる一貫した集中管理システムで
管理がしやすい

高コストパフォーマンス
当社独自開発で、Linuxベース、OSSを活用
しているため、コストパフォーマンスが高い

操作性
ファイルのダウンロードは無害化してロー
カル環境に自動で転送するため、安全性を
保ちつつも使い勝手を損なわない ※RevoWorks Browserの場合




